
診断名 / 病態 実存する状態 看護問題

治療内容 可能性がある状態 看護介入

■  46 歳 男性、妻と息子との３人暮らし　■ 20 数年運送会社に勤め、配送を担当している

■ 仕事は朝早く、夜遅い　■ 喫煙あり、体重は 20 歳代から10kg 程増加する　■ これまで大きな病気やけがはない

周術期看護のためのアセスメント事例集  vol.2   【 内視鏡下椎間板ヘルニア摘出術を受ける患者事例 】 資料② 関連図

腰椎椎間板ヘルニア
L4/L5

コルセット装着

全身麻酔

内視鏡下椎間板摘出術

鎮痛薬 硬膜外ブロック注射

#1 合併症発症リスク

#2 筋力低下

#3 再発の不安

生活習慣 肥満
BMI：24.5

仕事
重い荷物の運搬

疼痛性跛行

加齢
椎間板の弾力性低下

・腰痛
・坐骨神経痛
・下肢のしびれ

入院

早期仕事復帰への希望

椎間板への圧力

生活習慣 喫煙
ブリンクマン指数：260〜390

創部の安静

セルフケア指導
 ◼️禁煙の必要性
 ◼️適正体重の推奨
 ◼️再発予防の生活動作
 ◼️仕事復帰の時期

体幹・下肢の筋力強化
理学療法士と連携

歩行時の姿勢矯正

術前・術後の症状観察
 ◼️呼吸・循環動態
 ◼腰背部痛の程度
 ◼痺れ・感覚鈍麻の有無
離床促進

創部痛

肺合併症

深部静脈血栓症

神経変性

直腸膀胱障害


